
 

環境まちづくり委員会 

 

令和８年２月９日 

 

 

１ 報告事項 

（１）特別区道の路線廃止について                  【資料】 

 

 

（２）雉子橋補修補強工事について                   【資料】 

 

 

（３）「第３回番町次世代シンポジウム」について            【資料】 

 

 

 

 

 

 

２ その他 

 



 

特別区道の路線廃止について 

 

１ 廃止路線 

路線名 
起点 

終点 
重要な経過地 

特別区道千第 311号 
自 千代田区九段南一丁目３番地先 

至 千代田区九段南一丁目７番地先 
― 

幅員：４ｍ 延長：122.17ｍ 道路区域面積：494.70㎡ 

 

路線名 
起点 

終点 
重要な経過地 

特別区道千第 313号 
自 千代田区九段南一丁目７番地先 

至 千代田区九段南一丁目１番地先 
― 

幅員：４ｍ 延長：41.48ｍ 道路区域面積：165.92㎡ 

 

２ 廃止路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 廃止理由 

本地区の基本構想や地区計画等で目標とする駅前空間の再整備及び日本橋川沿いにおける親水空

間の創出のため、道路法に基づき特別区道の路線を廃止する。 

 

環境まちづくり部資料１ 

令和８年２月９日 

②  

①  

１番地 

３番地 

７番地 

九段南一丁目 

◎千代田区役所 

①  

②

土地区画整理事業区域 

市街地再開発事業区域 



 

 

 

４ 事業の経過 

①令和３年 ６月    九段南一丁目地区まちづくり基本構想改定 

②令和５年 ２月    九段南一丁目地区まちづくりガイドライン策定 

 ③令和５年１２月２８日 九段南一丁目地区地区計画都市計画決定 

 ④令和６年 ３月１５日 九段南一丁目地区第一種市街地再開発事業都市計画決定 

千代田区地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例改正 

（令和６年第１回定例議会） 

 ⑤令和７年 ３月２８日 九段南一丁目地区土地区画整理事業施行認可 

 ⑥令和７年１１月１０日 九段南一丁目地区第一種市街地再開発事業組合設立認可 

 

５ 整備イメージ（公共施設の配置等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区画道路１号（区道 312号）断面図 

 

 

 

 

 

 

 

広場１号：約 2,800㎡ 

歩道状空地１号：W=2.0m 

歩道状空地 2号：W=4.0m 

歩行者通路 1号：W=3.0m 

広場 3 号：約 700 ㎡ 

広場 2 号：約 450 ㎡ 

歩行者通路 2号：W=5m 

区画道路1号：W=8m 

(区道 312 号) 

北地区 

中地区 

南地区 

※地区計画図書を一部加工 

平面図 



雉子橋補修補強工事について 

 
1 工事概要 

一級河川日本橋川に架かる雉子橋について、経年劣化への対応を目的とした橋梁塗装工並

び鋼部材の補修・補強を実施するとともに、歩道拡幅、照明の LED 化等の道路環境の改善

を目的とした道路整備を実施するものである。 

 

工事件名：雉子橋補修補強工事（第 5 号） 

工事場所：千代田区一ツ橋二丁目 2 番先～一ツ橋一丁目 2 番先 

工   期：令和 5 年 7 月 12 日～令和 12 年 12 月 20 日 

請負業者：東洋建設株式会社 

現契約金額：4,072,988,700 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前写真 整備後イメージパース図 
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施工箇所 L＝160.0ｍ 

案内図 

平面図 



2 変更内容  

①変更金額について 

契約金額：4,072,988,700 円 

変更金額：4,024,476,500 円   

減額金額：48,512,200 円（▲1.2％減） 

（１）塗装工の工法区分の変更による減額（▲60,758,500 円） 

（２）足場工の仕様変更による減額（▲69,865,400 円） 

（３）インフレスライド請求による増額（82,111,700 円） 

 

②工期について 

変更なし 

 

3 工事進捗状況について 

本橋梁は河川水位から近い位置に架橋されていることから、東京都河川部の指導により、橋

梁桁下での作業は非出水期（11 月～5 月）に限定されている。 

今期で 3 回目の非出水期を迎え、橋梁塗装工が完了する見込みであり、次年度以降は橋梁

の補修・補強を中心に進めていく計画である。 

また、橋梁工事と並行して道路整備工事を実施する計画としており、令和 12 年度に竣工予

定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10

橋梁下部作業

　橋梁塗装工

　耐震補強工

　橋梁補修工

橋梁上部作業

　橋面舗装、防水工

　道路工事（舗装、街
築、道路施設）

令和９年 令和１０年 令和１１年 令和１２年令和７年
工　　種

令和５年 令和６年 令和８年

非出水期
（第1回）

非出水期
（第2回）

非出水期
（第3回）

非出水期
（第4回）

非出水期
（第5回）

非出水期
（第6回）

非出水期
（第7回）

施工完了

工事工程表 



 

「第３回番町次世代シンポジウム」について 

 

■実施概要 

開 催 日 時 ： 2026年１月２５日（日） 午後 3時〜午後 5時半 

場 所 ： 麹町小学校 ３階体育館 

参 加 者 ： 68名              

ファシリテーター : ２名  

コメンテーター（専門家） ： １名 

 

■プログラム 

・本シンポジウムの開催趣旨説明 

・前回のシンポジウムの振り返り 

・模型を用いた二番町地区地区計画の概要確認 

・エリアマネジメントの基礎知識共有・事例紹介 

 

■当日配布資料  

資料 1：番町次世代シンポジウムの開催について     （環境まちづくり部 資料３-２） 

資料 2：第 2回番町次世代シンポジウム【議事要旨抜粋】    （環境まちづくり部 資料３-３） 

資料 3：日本テレビ二番町計画における基本計画の検討について   （環境まちづくり部 資料３-４） 

資料 4：二番町地区地区計画の概要      （環境まちづくり部 資料３-５） 

資料 5：エリアマネジメントの事例集等      （環境まちづくり部 資料３-６） 

資料 6：千代田区エリアマネジメントのすすめ【概要版】    （環境まちづくり部 資料３-７） 

資料 7：第 3回 番町次世代シンポジウム アンケート    （環境まちづくり部 資料３-８） 

環境まちづくり部 資料３-１ 
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番町次世代シンポジウムの開催について

日 程

目的

場 所

令和 ８ 年 １ 月 ２５ 日（日）

麹町小学校3階 体育館 （千代田区麹町二丁目8番地）

当日の体育館への入室方法

■ 当日は、日曜日のため小学校の正面玄関は利用できません。
■ 麹町区民館内のエレベーターで３階にお上がりください。
■ ３階に到着しましたら、ブルーシートが敷いてございます。
そちらでスリッパにお履き替えをお願いします。
（簡易スリッパと靴を入れるビニール袋はご用意いたしますが、スリッパを
ご持参いただいてもかまいません。）

■ 左に曲がると体育館がございます。
■ 体育館内にて受付をお願いいたします。

問い合わせ先：千代田区環境まちづくり部地域まちづくり課 03-5211-3619

開会：15時

エリアマネジメントの基本的な情報を共有
エリアマネジメント事例のご紹介

シンポジウムの目的や流れを確認
前回のシンポジウムの振り返り

未来の空間を
イメージする
（40分程度）

模型を使い地区計画の概要を視覚的に確認
模型を眺めながら参加者同士自由にご発言
いただく時間を設けます。

開会（15時）

閉会（17時予定）

イントロダクション
（30分程度）

裏面案内図もご活用ください

エリアマネジメント
の基礎知識

（40分程度）

当日の流れについて

開場：14時半

・模型を使って未来の空間をイメージする。
・エリアマネジメントに関する基本的な考え方を共有する。

都市計画審議会委員の
加藤孝明教授がファシリテーター、
村山顕人教授がコメンテーター
として参加します

資料１
環境まちづくり部資料３ー２
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案 内 図

問い合わせ先：千代田区環境まちづくり部地域まちづくり課 03-5211-3619

麹町小学校

利用できません 麹町区民館から
お入りください

EV

麹町
出張所

麹町区民館

エレベーターで３階に
お上がりください



４．心配事の解消 議事要旨別紙

大分類 中分類 小分類 心配事への見解
解消
方向

⑴街並みへの心配
（高層ビルによる）威圧感や周辺の景観にマッチしないのでは
ないかと心配

・ファシリテーター:建築プランの策定段階で周辺の景観にマッチするような
デザインを進めていくよう日本テレビにお願いすべき。

 

・コメンテーター:周辺の住居系用途地域は今回変更になっていないため、番
町全体が大きく変わる心配はないと思う。

・日本テレビ:検討段階であることから人口増等について具体的な数字をもっ
て説明できない。今後計画を示す段階で説明していく。また治安悪化につなが
るようなテナントについては、ビルの賃貸経営にも影響を及ぼすため、誘致す
ることはない。

日本テレビがコントロールできない部分で、意図しないテナン
トが入ることもあるのではないか心配。実際に、そういった事
例もみられることから、そういった規制を設けられるようにし
たほうが良い。

・日本テレビ:治安悪化につながるようなテナントは誘致しない。
・区:風営法に該当するものは文教地区では禁止されている。違反しているよ
うであれば、警察と協力して対応していきたい。

白いスタジオ棟はあまりに地域になじんでおらず、不信感の大
元の1つにもなっている。今回も地域になじむようなものになる
のか心配。地域の声をもう少し聞いてほしい。

・日本テレビ:オープンハウス（地域の声を聴く場）を実施した際にも同じ声
をいただいた。今回の建築物は地域の景観になじむデザインを取り入れていき
たい。

繁華街化や観光地化してしまうこと、過剰な賑やかさになるこ
とが心配

・区:昔のようなテレビ塔があった頃のようなバスが連なるようなことを目指
してほしいと区は思っていないので、日本テレビには地域性を踏まえることを
念頭に検討していただきたい。

 ■

個別企業主導の再開発にとどまっているように見受けられま
す。このような状況では、周辺地域の景観・環境に対する悪影
響が生じるのではないかという強い不安があります。

・ファシリテーター:変更された地区計画では、地域貢献としての整備や壁面
位置の指定等、民間主導にならないようにルール作りがされている。

 ■

今回の開発により地域の基本的な性格が変わってしまう可能性
があることで番町エリアの価値の棄損につながることが心配

・コメンテーター:周辺の住居系用途地域は今回変更になっていないため、番
町全体が大きく変わる心配はないと思う。

・コメンテーター:地区計画の変更はD地区のみであり、いまのところ周辺で
同様の建物が建てられることはない。

周辺の（オフィス・商業の）賃貸物件の空室化によりゴースト
タウン化しないか心配

・日本テレビ:基準階の床面積が近隣ビルと違い、誘致するテナントのター
ゲットが異なるため、空室を誘発するものではないと考えている。

 ■

再開発により（エリアの利便性が増すことで）周辺住宅地の固
定資産税が増えることが心配

・区:都心部でマンション価格も上がっており、何が要因で固定資産税が上
がったかは明確にはできない。

－

建築中の工事の騒音に対して覚悟をしたいが、着工までの（手
続きの）流れやスケジュールが分からず不安

・ファシリテーター:日本テレビにて建築プランを決めていく段階で周知して
もらいたい。

周辺には学校も多く、工事期間中の歩行者等への安全確保が心
配

・ファシリテーター:安全対策は地域にとっては心配事であり、どこの建設会
社も同様に安全対策をしっかり考えられている。

◆上記に関連した質疑・応答
・日本テレビ:都市計画の際は地区計画の外枠でのシミュレーションを提示し
ている。これから建築プランを具体化していく際には、高さの上限80mまで
作ることを求められているわけではないことは理解しており、建築プランを作
成した際にしっかりと説明していきたい。
・ファシリテーター:地域をよくしていこうという考えは一緒であるが、コ
ミュニケーションの失敗でうまくいかないのはもったいない。前向きな議論を
する場づくりとして本シンポジウムを実施している。
・コメンテーター:日本テレビから具体的な建築プランが出てこないとコミュ
ニケーションもできないため、建築プランが上がってきたうえで情報を整理
し、建設的な議論をしたほうがいい。

開発に伴う来訪人数が明確にはわからないまでも規模感はある程度分かる中で、その影響が
示せないというのはおかしい。

住民との対話が欠けているのが一番の問題と感じる。地域の人が何を望んでいるのか、しっ
かり整理しないまま、一部の意見を反映させたことが残念。

今日のような機会は始まりだと思うので、それを大切にしたい。情報公開をもっと積極的に
行ってほしい。

１.街並
みや住
環境等
に関す
る心配

⑶その他周辺環境
への心配

⑷工事の際の心配

⑵住環境・教育環
境全般への心配

・区:D-1,D-2地区のみを変更した地区計画であり、地域として緩和を広げて
いく意向ならば別だがそうではないと理解している。
・区:また日本テレビ通り全体の街づくりのビジョンは現時点ではないが、日
本テレビの事業進捗も踏まえながらビジョンを作ろうと考えている。仮に周辺
に緩和を広げていく等の考えがある場合には、それはビジョンに基づきながら
やっていくものと考えている。

オフィステナントなどにより人口増や不特定多数が街に出入り
することになり、番町の住環境・教育環境が破壊されてしてし
まうのではないか。治安の悪化（犯罪の増加）が心配

・ファシリテーター:地区計画はあくまで手段であるため、通り全体でどんな
まちづくりをしていくか、ビジョンを考えていくことは必要である。

当開発により周辺での超高層開発を助⾧するのではないかと心
配

高さ制限を80mになることで高層マンション・ビルに囲まれて
暗く狭い環境で生活することにならないか心配

議事要旨別紙



大分類 中分類 小分類 心配事への見解
解消
方向

施設利用の人口や車の増による周辺道路（車道、歩道）の渋滞や事故が心
配
ピーク時の人の数が大きくなってインフラが耐えられるか心配
日本テレビ通りは片側一車線で五番町から市谷まではさらに狭くなってお
り、周辺道路も狭く、負荷が心配
車両増の混雑によるバスや緊急車両の通行支障が心配
駅施設（駅連絡通路、ホーム）の混雑や事故が心配
番町中央通りの一部相互通行化により、住宅市街地への車両流入が増える
のではないか心配

・日本テレビ:都市計画提案時に周辺道路の影響は検証し、日本テレビホームペー
ジにて数値的なものも含めて示している。分かりづらい点については改善する。

・ファシリテーター:安心できる情報をきちんと開示していくことが大切。

・コメンテーター:交通計画は、全体の道路体系から各道路の役割分担を考え、課
題があれば例えば交通規制の変更や信号現示などの対応を考えていく必要がある。

日本テレビが実施した環境影響調査がネットでみつけづらい
・区:環境影響調査の掲載場所（ホームページ）をお伝えした（※「番町の森」
ホームぺージに「開発に関するQ＆A」にて分かりやすく掲載済み）。

番町中央通りにイスラエル大使館があることでバリケードがしかれている
が、歩行空間がどうなるか心配。今回の開発でどのようになっていくの
か。

・区:バリケードが引き続き配置されるかどうかは今後の国際情勢次第。一方で歩
行空間については拡幅整備され、歩行者の安全性が確保されていく。

周辺への日当たり（日陰になること）、日照時間が心配
日当りや騒音による周辺の学校生徒への健康被害が心配
周辺への風害、ビル風が心配
事前の風予測だけでなく、実際に竣工した後にビル風がひどかった場合の
対応が心配
ビル（壁面など）から反射される光害が心配
ビルからの排熱量により周辺の温度上昇がないか心配
高層ビルにより周辺居住地からの眺望が阻害されてしまうことが心配
広場の作り方によっては砂が舞うなどが発生して心配

異常気象による突風も心配。シミュレーションする際の入力値はどのよう
な想定なのか。異常時の状況を想定はしないのか。

・区:シミュレーションは一般的な基準に基づいて行うことになる。建物の形を決
める際に検討し議論してもらうのがよい。
・ファシリテーター:突風など極端な事象を想定しすぎると、対策のやりようがな
くなってしまう側面もあるので、想定する程度は重要になる。

災害時での高層建物自体（の倒壊）が心配

日本テレビ通りが狭いので、高いビルの安全性が心配
・日本テレビ:帰宅困難者やビルの就業者については、ビル内を想定している。広
場やエリアマネジメント施設についても、災害時に地域のために役に立つことがで
きると現時点では考えており、具体的になにができるかは今後の建築プランをお示
しするタイミングで説明させてもらいたい。
・ファシリテーター:帰宅困難者は番町ではそれほど想定はされない。千代田区内
のそれぞれのエリアで発生する帰宅困難者はそれぞれのエリアで外に迷惑をかけな
いように対応場所の確保に努力している。
・区:開発後の問題については、区ができることはやっていきたいが、一方で検討
段階でも対応策を考えていただきたい。
・日本テレビ:地下鉄出入口が現状でも設置されているため、私有地の中に止めら
れないよう、注意喚起をするなど努力しているところ。スーパーマーケットの誘致
を実現していくと、自転車利用は増えることも想定され、台数の予測や配置方策な
ど検討課題として捉えている。
・ファシリテーター:自転車を放置しにくい空間として、デザイン上の工夫も含め
て重要である。

仮に一つのテナントで構成されると、通勤時間帯が重なり駅が一気に混雑
するなど心配。人の動き方の時間帯が異なる・1日のサイクル・ピークが
被らないようなテナントミックスを意識してはどうか。

・コメンテーター:ピークをずらす方法としては、テナントミックスもあるし、そ
もそもテレワークの企業も増えておりワークスタイルの多様化もあると思うので、
そういった観点も踏まえて建築プランを考えていくのが良い。

◆上記に関連した質疑・応答
・日本テレビ:現状を確認のうえ、運用面でどう対応できるか検討する。

・コメンテーター:建築設計の際には、日当たり、風の影響などについてシミュ
レーションや実験をする。そのため、今後建築プランが具体化される段階に情報を
開示してもらうべき。
・ファシリテーター:今後の検討の中でできる限り影響を小さくしてもらうという
ことだと考える。

複合ビルは望んでない。容積率が1.5倍になるが道路は広がらないので交通
上の問題が心配

現状、スタジオ棟付近で子供が強風で飛ばされている。

⑶防災への
心配

⑵風環境・
日照等の環
境への心配

２.都市インフ
ラ（交通・環
境・防災）に
関する心配

・ファシリテーター:現行の構造基準の中で建築すれば、基本的に倒壊することは
なく、むしろ被災時のオペレーションを心配すべき。日本テレビのビルから全員が
地上に降りてくると、広場では足りないため、在館で過ごすなどのオペレーション
をしてもらう必要がある。

⑴道路交通
や公共交通
への心配

日本テレビ通りでは、違法駐輪・ごみ廃棄などが問題となっているが、日
本テレビの開発によって悪化することが心配

その他

周辺交通への影響が心配。都市計画のタイミングでは、周辺交通への影響
は検討しなかったのか。

新築ビルでは、区と帰宅困難者の受け入れ協定を結ぶであろうが、就業者
が多く、整備される広場を含めて地域住民を受け入れることはできないの
ではないか心配

・コメンテーター:新たに建物を計画するため交通への影響は当然ある。今回の心
配事の視点を伝えることで、具体的な建築プランの検討段階において、どう交通に
影響を及ぼし、影響をどう回避または低減できるのかが今後の大事なこと。



大分類  中分類 小分類 心配事への見解
解消
方向

様々な人が集い、騒音や危険行為が野放しになるのではな
いか心配
広場のイベントによる来街者のマナー違反によって違法駐
車やごみのポイ捨てが増えることが心配
商業的なイベント広場の常設となり、繁華街化へとつなが
ることが心配
日本テレビの挨拶の際の昔の紹介で、盆踊りで7,500人が
集まったと話していたが、そういったことを望んでいるわ
けではない。広場が賑やかになるのが心配。
イベント広場により風紀の乱れを誘発し、学生に悪影響を
与えかねないことが心配
オフィステナントのワーカーが広場を使い、地域住民が使
えないではないか心配
就業者や来街者が増えると災害時に地域住民は整備された
広場等の災害対応施設が使えないのではないか心配

広場は住民主導の使用ができるものか心配

・ ファシリテーター:２（３）で説明したように、災害時はオペレーションをするこ
とで、広場は地域住民が主体で使っていけるようになる。平時は、オフィスワーカー
も使うが、番町の庭や森の延⾧線上での利用を考えているため、地域住民主体で利用
できる。
・日本テレビ:平時は、地域の人たちもいてワーカーもいて様々なコミュニケーショ
ンが生まれる場となってほしいと考えている。運用しながら改善すべきことは改善し
てよりいいものにしていきたい。

エリアマネジメントの主体が民間事業者になることが不安
（行政の関与）

・日本テレビ:エリアマネジメントは皆さんのご意見を伺いながら、これから本格的
に検討していきたい。番町の森や庭のような延⾧で、もうちょっとブラッシュアップ
するような使い方でイベントはやっていきたい。主体となる団体についても、地域の
皆さん発で日本テレビがサポートする形を考えている。
・コメンテーター:エリアマネジメントは、行政が広場管理を行うと公平性の観点か
らどうしても最低水準になるため、エリア価値をあげるために民間主導でやることに
意味があるというのが基本的な考え方。その時に多様な主体と連携した体制を組んで
いくことが肝要。

⑵その他
イスラエル大使館前の道路封鎖が続き、交通広場が機能し
ないのではないか心配

・2（１）にて議論済。 

◆上記に関連した質疑・応答

・ファシリテーター:番町の良さとは何かを、もう少し広い範囲でみんなで議論する
ことが重要。まちは時代によって変わっていくもので、昔の良さも近未来の良さも幅
広くとらえながら、未来の姿を描いていく場づくりが必要。

・コメンテーター:エリアマネジメントに関する既存の事例は賑わいや活性化に偏重
する傾向があり、どうしても商業イベントに頼ることが多い。施設の賃貸収入をエリ
アマネジメントの活動費に活かすなど、収支計画をどう組み立てるかも、活動内容を
考える上では重要。
・日本テレビ:広場は、赤坂サカスのような商業的な活性化ではなく、地域の憩いの
場としての活性化を想定している。日本テレビとしてはサポートする立場であり、具
体的にそういった事があった場合にどのように広場を運営していくかは、エリアマネ
ジメント団体がどのように考えるかによる。
・ファシリテーター:エリアマネジメント組織を組成する段階で、地域の方が積極的
に参加すればご心配の状況にはならない。
・コメンテーター:地域で必要となる公園規模として、街区公園規模の広場を作って
いると認識している。広場を使った地域のための取り組み・活動は、エリアマネジメ
ントを組成してやっていくことなので、そういった仕組みづくりをしっかりやってい
ただきたい。
・区:広場ができたがエリアマネジメント団体がないとなったら、広場の使い方の
ルールなどが地域にとって十分に開かれたものにならなくなってしまう。そのため、
地域住民が主体となるエリアマネジメント団体がルールや役割を設定し、運営を担う
ことが大事になってくる。エリアマネジメントは地域のためになることを地域の方が
考えて活動していくものである。
・日本テレビ:広場等の維持管理に日本テレビが関与しないというわけではないが、
様々な活動するにしても、人件費・設営などソフトコンテンツの維持費がかかってく
る。それを未来永劫日本テレビが全てを見ていくのは難しい面もある。
・コメンテーター:エリアマネジメント（地域価値向上のための地域の主体的な活
動）とプロパティマネジメント（不動産としての資産管理）が混在している。連携し
ている部分もあるが、エリアマネジメントは街区外の貢献なども含め考えていくもの
である。ただ、活動のあり方は今後決めていくものであり、棟の必要性は現時点で議
論をすることは難しい。

・区:棟の整備は地区計画で定められている。作らない場合には地区計画の変更が必
要になる。

・ファシリテーター:エリアマネジメントが果たす役割を具体化していく必要があ
る。エリアマネジメント施設を単に金儲けの施設と捉えると不要に思えるが、コミュ
ニティを育む拠点施設と捉えると必要となる。ただ、捉え方には相当幅があるので、
どういったことを狙っていくかは、引き続き議論が必要。

広場が欲しいという意見は確かにあったが、エリアマネジメント団体が必要だ、ということ
ではなかったと思う。

広場やエリアマネジメント棟の維持費がかかるので、エリアマネジメントでイベント実施し
ていかなければならない、という考え方か。

維持費がかかるのでエリアマネジメント棟を建てないという結論はないのか。

エリアマネジメント棟を建てないということは地区計画に反するのか。

・日本テレビ:（テレビ局のある）赤坂サカスや六本木ヒルズとは一線を画し、地域
発のイベントを想定している。これまで番町の森や庭でやってきた、地域でのイベン
トの延⾧で考えており、全国的に人を集めるようなイベントは行わない。
・コメンテーター:番町の森や庭の使い方は非常によく、今後整備される広場の使い
方の練習であり、それを通して管理の体制や方法が徐々にできあがっていけばいいと
思う。

オープンスペースの有用性として、街区公園の不足があげられている中で、面積も設定され
ていたと記憶している。街区公園は地域の方が使うものであるので、広場で行うイベントも
この地域で行う必然性のあるイベントを行うべき。エリアマネジメントと街区公園として設
定した関係性の整理はどうなっているか。

夜と週末が静かなことが番町の良さなので、イベントはやめてもらいたい。学校の文化祭や
運動会で十分である。

⑴広場の管理運
営への心配

イベントによる周辺への騒音、火の扱い、衛生面、美化・
ゴミ、治安など、しっかりとした管理がなされるのか不安

３.施設の管理
運営等に関す
るご心配

仮にテナントで入った大企業が広場で運動会やりたいといったらその時の対応は?

仮にビルに大テナントが入った場合には発言権が大きくなり、意向に逆らえないのではない
か?





日本テレビ二番町計画の基本計画策定に向けた要望事項 

 

1. 計画建物については、高さや容積率を可能な限り抑えるとともに、屋外空間も含め風等環境影

響への配慮や周辺の景観と調和するようなデザインを検討してください。 

2. 建物の機能導入にあたっては、周辺環境との調和に配慮するとともに、建物低層部については、

地域コミュニティの活性化につながる機能や地域住民の生活利便性を向上させる機能の導入

を検討してください。 

3. 広場や通路においては、自然環境に配慮した緑豊かな空間の確保をお願いします。 

4. 日本テレビ通りの違法駐輪やごみ投棄が悪化しないよう、駐輪場計画や環境美化計画および

自転車を放置しにくい空間デザイン・配置等の配慮を検討してください。 

5. 駅前プラザ（広場１号）については、バリアフリー化を図るとともに、駅利用者のピーク（通勤・通

学時間）の混雑緩和対策なども含め始発から終電まで麴町駅を利用する誰もが安全かつ快適

に利用できる形態をお願いします。また、地域交通広場（広場 3 号）との一体的な利用により、

円滑な乗り換え空間の確保をお願いします。あわせて周辺道路の歩行者の安全性・快適性の

ため、車両の交通負荷への配慮を検討してください。 

6. 交流広場（広場 2-1号）・緑地広場（広場 2-2号）については、多数の方が利用することに伴う

住環境の悪化等に対する地域の不安に配慮しつつ、地域から要望のあった子どもの遊び場や

災害時の活用などを想定した空間設計をお願いします。 

7. エリアマネジメント拠点施設の計画にあたっては、交流広場（広場 2-1 号）等と一体的に活用

できる運用を考慮した配置計画や、災害時の地域の利用に配慮した施設内容（防災倉庫等）

を検討してください。 

8. 交流広場（広場 2-1 号）・緑地広場（広場 2-2 号）及びエリアマネジメント拠点施設について

は、周辺環境との調和を図りながらコミュニティの活性化やまちの魅力向上を目的に、地域が

主体となったエリアマネジメント組織による運用を地域とともに検討してください。 

9. 計画が具体化される段階で、以下について、地域の方々に丁寧な説明をお願いします。なお、

竣工後に設計時点では想定されなかった環境への影響が生じた場合には、適切な対策を講じ

てください。 

・上記要望に対する検討結果や対応内容 

・交通、日当たり、風環境等の環境影響評価 

・事業スケジュール 

・災害時の帰宅困難者対策と広場等の地域防災の考え方 

 

以上 

別紙 
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５グループ 番町の良さは、都心部なのに落ち着いたお屋敷街のイメージもあるが、住み始めた時期などで人

それぞれなので、皆で良さも含めて共通認識を持っていくことが大切。そのために、新しい形の町会があ

ってもいい。日テレ開発は、大きな広場を作る機会はあまりないので非常によい一方、経済合理性だけ求

めると番町全体の価値が下がるから気を付ける必要がある。広場は、運営主体、費用負担などの運営面

の検討が大事であることや防災や無電柱化の意見があった。 

６グループ 番町は閉鎖的なイメージもあるが、広場で盆踊りなども行われ地域の活性化の動きもある。地域

に関心をもってもらうべく、情報発信や情報公開を広げていくべきという意見が多かった。 

７グループ 議論のテーマとして、都市での自然緑化、ビオトープ、防災、教育、開かれた広場の話があった。日

テレの開発などでビル風がどうなるか不安という話もあった。一方、番町も昔とは変化している面もある

し、そのまま維持するのも難しいということ面もある。建物更新によって、更に治安の良さが進んでいる。

考え方次第で、日テレ開発もうまく利用して防災や教育、ビオトープなどを進めていくというのもいい。 

ファシリテーター 人それぞれの主観があり、その思いを共有していくことの楽しさや難しさが全体で共有でき

たと思う。 

村山先生 

・ これまでの皆の議論をきいていると、すごく創造的な場になっていて、ぜひ続けていくといい。 

アイデアづくりワークショップの発言内容 

■「番町で取り組みたいと思っているテーマやアイデア」を各自が考えを発表した 

（以下、大きく５つのテーマに要約） 

1. 都市環境、防災、インフラ 

防災広場とビオトープの設置 - 多世代が参加できるスパの設置 - 2500平米の広場の有効利用方法の

開発 - 駅にエレベーターの設置 - 広い遊歩道の作成、オープンテラス・青空カフェの推進 - 自動車走行ス

ピードの制限（ハンプ、クランプなど） 

2. 地域コミュニティ、交流  

多世代や多様性を生かした活動 - 地域コミュニティの支援、イベント開催 - 新旧住民の友好 - 番町地

域の活性化 - 誰でも気軽に参加できるイベントの開催 - イベントや町会などの情報発信用 SNSの運用 

3. まちづくり、再開発  

番町で再開発に携わりたい、住民の意見聴取を行いたい - 「Open Future by art」という形での未来の

開発を考える - 番町エリアのまちなみの保全と発展 - 静かで品位のある番町の維持と公共の役割の確認  

4. 子供・若者の育成 

バスケットボールやボール遊びができる場所の提供 - 子供の遊び場をもっと増やす - 子供を性犯罪や闇

バイトから守るための専門家とのコラボによる講演  

5. 歴史・文化の創造 

歴史の共有（美観・デザイン） - 絵を描く、伝える - 番町の良さは落ち着き、したがって、静寂を求め、賑わ

いを抑える - 番町のまちへの愛着心を再認識し、それを前提に住民が感じていることを意見交換する場の必

要性を感じる 
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アイデアづくりワークショップの発言内容 

■各自が考えたテーマやアイデアを見て、似た考えを書いた人等とグループを作り意見交換し、グループ内

で投票した上位のアイデアを全員で共有した 

Ａグループ 展覧会や美術館のある芸術の感じられるまちにしたいというアイデア。オフィスを減らし、かわりに

マンションを増やして、緑や街路樹が多いまちがいい。 

Ｂグループ 人を優先に歩道の広いまち。方法として、建物を建てる際に塀を引っ込めて協力する。イベント

は、広場ではなくて、車を止めて道路を活用するという方法もある。 

Ｃグループ 10通りのテーマがでてきてすべてが関連していて絞り込めなかった。皆でルールブックを作って

番町がどういう街かを考えるということに共通。 

Ｄグループ 多世代、多様な人々でゆるやかなイベントを開催したいことが共通テーマで、具体的にはゴミ拾い

後にお茶会、外国人の方による料理会、まち歩き、読書会をやるなど。 

Ｅグループ 新旧住民がつながるためのオンラインでの情報交換、住み続けるための住宅への支援や住みやす

さとして、バリアフリー化、子育て環境として、ボール遊びができる場所、自然とのふれあい。番町の歴史

のアピール。 

Ｆグループ テーマは日テレ開発の広場の活用。広場と建物で地域住民の食を満たすような空間になればい

い。銭湯のような地域コミュニティの場になるような空間がよく、それが防災にもつながるといい。 

Ｇグループ 子どもの遊び場づくりがテーマ。子供のサードブレイスがあれば、そこが親子、地域のコミュニティ

の場になる。 

村山先生 

・ ルールブックをつくるという意見もあったが、都市計画のルールは対話を通じてみんなで作っていくもの。 

・ 地域には多様な意見があり、必ずしも合意する必要はなく、いろいろな意見も含めて設計者に届けていき、

設計者が悩んでいいものができていくということだと考えている。 

・ 情報共有の仕組みとまちづくりの検討の場として、皆がふらっと集まれて情報公開がされている、まちづく

りのスタジオのようなものが現場にできるといいと感じた。 

・ また日テレ開発以外の全体のことは行政にしっかり届けてもらうこと。 

 

まとめの発言内容 

■一人一人が考えたシンポジウムに参加して「最も良かった事」、「新しく知った事」を全員で共有した 

一人目 番町に長く暮らしている方の思い、歴史を大切にされているなどを知ることができた。また子供の遊

び場、コミュニティの場、店舗などの地域ニーズもこんなにあるのだと新鮮だった。 

二人目 お互いの意見が尊重されたことが良かった。新しく知ったこととして、スポーツを推進していく上での

環境改善の課題を把握できた。 

三人目 集まった人々が皆、番町が好きで、よくしたいと思っているということが良かった。また皆がコミュニ

ケーションを取りたがっているということも新たに知ることができた。 
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四人目 番町の歴史的な面を誇りに思って住んでいる方が多く、価値観を共有して、いいところも取り入れな

がら昔からのものも大切にしていくという考えは、皆同じような価値観だというのがよかった。 

五人目 長年番町に住む人は地元のことをよく知っていることや地元愛の凄さが分かった。その上で、日テレ

開発がどのようにまちに重ねられていくかというのは引き続き議論していくことが大切だと分かった。 

昔の古き良き時代を大事にしすぎるあまり排他的な部分も少しあるが、そこに新しい方法で情報共有す

ることも求められていると感じる。日テレは情報発信が得意だったりするので、対話して情報伝達してもら

うことも期待。 

加藤先生 

・ 皆が前向きな議論をしていたことが良かった。 

・ 広場という新たな地域資源ができるので、そのマネジメントを当事者や日テレを含めて早めに議論を進め

ていくことが重要。 

・ 皆番町が好きなことも分かったので、日テレの開発だけでなく、その他の話題も、こういった地域住民での

集まりをベースに、皆で前向きに議論し一緒にルールを作っていくと、更に住みたいまちや未来にいいもの

が残せる。 

以 上  



アイデア提案 

 

1 

①住宅街・文教地区としてのまちづくり 

№ アイデア 

͍ ψ ◕ЫІτϜṜ∏ήϦοΜϥ ϤʺԁṰ τψ ᵹʾ ễ Ỹπβʻ

χ Τήψ ᴼᵹχ ϩΜρψ ΰϘδϭʻ ϙϞβήϬ‰ϛϥθϛτψʺὺ χ

χ ᾢʺ χ ♆ʺם ʾ῝ Ϭ ϩγ χӲⱱΥ ρ―ΠϘβʻ

ᴝϬ ΞϱЦрЕψᶘ χᶨ ӟᵰψ πβʻ χΣᴒ ΥЫрЄдрτ ϩ

ϥⱧψ▫ σΜρ◘ΜϘβΥʺṌ χ ᶀʾ χ χθϛτỸ ρΰο◙ σ

ϣότ ỲẤ ϬβϥⱧϬ ӛΰϘβʻ 

͎ ◘ΜʿˮΚΚ τΣ ϘΜπβΤ˯ʺρ ϘΰΥϣϦϥϢΞσ ḕẽϬ︢ϥʻ

π Ϭ κʺⱢ▀ᴣ ΥᴞΥϥϢΞσάρψΰσΜʻ πʺ Τπʺ Ὡπʺ

ἋΥῲΨοʺ ΥΚμοʺ ṦϬ︢μο ϣβ ʾ ễ ỸϬ  βϥʻ 

ϯϱДϯʿ ʺϬ︢ϥθϛיּ“ Ỹ χꜛ כּ “ Ϭ 30kn/h τế τ Π

ϥʻζχθϛτψʺῖ χ ᴥΥ ήϦϥ τМрФϬ ʺӔΜψʺϼжр

ϼ ρβϥʻ ӽχ ỘΥ ГйРиτϢϤЎϴ˔р τϢϤἄ ήϦϥᴦ

ΥếΜˢήΨϣГжІχⱧ ˣʻẛ↕ ψ Гй ϤσςϬ יּ“ ⁯ρΰʺϷ˔Ф

рГжІʺ ἋϸТϴχ Ϭ Ԑ Ộּיτ ϛϥʻ ГйРЌйрЕτϢϥ

ϱЦрЕᵫ℗ψΰσΜʻ ῲΜἋϬϺ˔ФπΦϥϢΞτ Гй Риӟᵰχ ‰

Риὺ ψ ϛσΜʺ Гйῲ ψ ế χЀрϼз˔Еῲ ψ⌠ϣγʻ ρ

ῲ ρβϥʻ τψ ḧ κ ϤϬ ϛϥʻḾᾑχ σΜЩ˔и όσςϜ ᶘ

  ᶘ ᴡτᾢμο ϛϥⱲḧ Ϭ⌠ϥʻ χὺ χ ⅔Ϭ ԁβϥʻ

ГйРиτϢϤ σ ỠẁΥ ỠⱲḧ τ ΰο ᶘ ʺ χ Ϭ Ϊϥ

θϛʺⱲḧ₯ Ỡ Ϭ Ϊο ỠⱲḧ έρ ʺϬЀрЕк˔иβϥיּ“ ӟ Ϭ

ϵзϯЫКЅЮрЕΥ ›Ḛ βϥΥʺ╤ᴞτᶆӦԌᵓϬ Ϊ Ϭὖᾚβϥʻ 

͏ ʾ ♆ꜛ Υ π ϣΰʺᴪ ʾ ϬḯϛϦω 100 ựΨάχ τ ϭπΦ

θθϛʺ₈ῇρϜ ϙ ΪϣϦϥ ӽρΰοᵹχ∕Ϥ Ϭ―ΠθΜʻ 

ʾự χ ῢẍ ˢ ʾ ˣτϢϤ῝Ặיּ ʺ τ χ₤╛ΥὣΰΜθϛʺԁ

ỸᵊιΪπψσΨ ӽ χ ῢϬ ΰθᵹξΨϤϬ―ΠοϕΰΜʻs₈ῇ

ήϦϥᵫ Ϭ♪ τ Ϧϥ ΥΚϥʻx  

ʾ ←ᵲτ Πϥ ӽτΰοϕΰΜΥʺ πψσΨ ỪЀрϼз˔ЕχРи

Υ χθϛʺꜛ ʾᶆⱧỘ ṐϬ ΰθὓᵊʻs ḧ ῢΥ Μθϛ τḼỘ

χ←ᵲ ├ΥςχϢΞτσμοΜϥχΤʻᴠτ τ βϥρΰο ᴦ σ

χΤʺ ΥΚϥχΤ ˣ 

ʾ Υ Ξ Ϝ ιΥʺ ψ ᵹρΰοχ ϜΚϤʺᴝʺ ʺӗ

ςχϢΞτи˔иϬὨϛοΜΨχΤʺ ϘΤσ χ›ӪϬ βϥ Ϭ Ϊϥ

ʻ 

  



アイデア提案 

 

2 

①住宅街・文教地区としてのまちづくり（つづき） 

№ アイデア 

４ ψ 1˙2 כּ χ ΥỉΜʺ ϞРиΥ ΰθ ӽπβ ‰̒ РиΥὺνά

ρτϢϥʺРи ᴞπχРи Υ πβʻРиḧʺ ΥỉΪϦωʺ χֲốϜ

ếΨσϥρ◘ΜϘβʻ τψᶘ Ϟ ʾה ӾהϜ Ψʺⱪ ʾ ⱪχ ᶘ ϒ

χ χֲốΥ πβʻϘθʺРиϬὺ βϥ∑ʺ῝Ặῲ Ϭ⌠ϥρχӛϜΚϤϘβ

Υʺế Υ ΦᴞϤϥῲ π◓ằϞΣ ṄϤΥϠμΨϤρἾΞάρΥπΦϥΤςΞΤ

πβʻ τ‰ РиΥὺκ ϐάρψ πβʻ 

５ ʾ χ ḧψᵓּזʾᶘ ḩἰּיπᶨṓΥΚϤʺ σςψ Τσ κ Μθ

ᵹτσϥʺ χΚϥ ӤṓϬӲⱱΰοΜΨάρΥ Ⱨιρ◘ΜϘβʻ 

ϢΨˮ ∩Ϟ χϢΞτσϣσΜΤ˯ρχὼ Υ ΤϦϘβʻάΞΰθὼ Υ

ασΜϢΞΚΠοˮΚϘϤϱЦрЕψϞϣγʺ◓ςϜψꜛ τ ϓʺΣ ṄϤψ

ϠμΨϤẈϛϥʺ ᵓσχτ ΦϬ ḇπΦϥῲ ˯τΚϥρΜΜρ◘ΜϘβʻ 

ʾ ψӪᵰρ Υ σΜχπʺ ῡσ ἋḧΥΚϥρΜΜπβʻРи Ϝ ϣΩ

ρ◘ΜϘβʻ 

６ χ ᵹτ‰ ὺ ψὺοσΜ 

 

②美観と交通の整序 

№ アイデア 

７ ᾤˑχϱДϷкϻ˔ϞּזᵓὊↄ ệτḩἰσΨẶ βϥḕẽ ᴻρὲῴ χ Ϭ

―Πϥρʺ ◕χ Ḣρӱ ῖ ЄІГЭχᵠ Ϭ τ ϥϓΦπβʻЇНзʺ

σΤσΤ ϘσΜˮ χ Ạ˯ʺΣϢόЫрМАЌрπϜ ήϦϥˮԁ כּ χ

Ϥ Ϧ ᾢ˯πβʻ 

８ ₈ᵕχ ™ᵫ τνΜο░ ρ ΥὣΰΨ ΰοΜϥ ệτΣΜοʺ

τάχЄрЪЅϳЭϬᵫΜοϜ χ ψיּ ϘϣγʺΤΠμο ḇ Υὣᴟβϥι

Ϊρ◘ϩϦϘβʻ 

Υὼ ΰοΜϥⱧʺκΞχ‮ τ Ỡʾ ᶘⱲḧ χ Гй Ϥ ʾ ᶚ

⁫ ׄχ⁫ ῢχ₤╛ρζχḜ ├χЄЬвй˔Єдрρ ᴣʺϱЦрЕⱲʺ

Ⱳχ Ṝσϣότ Гй Ϥּכ ῖ χ ЄЬвй˔Єдрρ ᴣϬ

Ỹρΰο ṐḩτӦיּ╣ ΰοẁḢ σᾋᵔϬ῝ᵫΰʺζϦϬϜρτὓᵊχ

Ϭ░ ρ πᶆˑᾁ βϥάρΥ Τρ◘ΜϘβʻ ὯτνΜο ỸΥ

ζχЄЬвй˔Єдрρ ᴣϬԁ χ ⱧּיπΚϥⱧỘּיˢ₈ᵕψ Гйˣ δτβ

ϥϓΦπψσΜρ―ΠϘβʻ 

９ ᵬ χὺ ψ Ј̋УрϱйУрχ Ϭזּ ϤΤϣᾋθϢΞσϱЮ˔Ѕπβʻ

χẅʺσϭοςΞπΰϡΞΤʻ 
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②美観と交通の整序（つづき） 

№ アイデア 

10 ˓ НІ ựϬʺ Υᵔ ήϦʺừẍּכ τ◦ χσΜϢΞτΰθΜʻʾ

ГйР Ϥψʺּכ χ ΥỉΜНІ Ϥπβʻ НІ τ НІΥ βכּ

ϥρʺζχῇϧτ Υ βϥάρψ ΰΨΚϤϘδϭʻ Гй τʺ Ộּי

Υ χὺ Υὺνρʺ כּ“ Υ ᴥΰοʺ₈ӟ χ π₈ӟ χ Υ

βϥᴦ Υ ήϦϘβʻ Ⱳτ←ᵲϞᴲ←Υ βϦωʺẐϛϣϦϥừẍ

כּ χ τ◦ Υ αϥάρϜḾ ήϦϘβʻ Ệׄρ ᾫχḧχכּ Н

ІψʺЛрІГАФНІϬ►μο֫‚ήϦοΜϥάρϜΚϤʺ‰ τρμοϜיּ

‭χ ΥὖΜχπʺ ΜНІ πβʻʾᵹχӗ ʾӗ χθϛτψʺ НІ

χ ᵕ Ϭᵕ ΰο֫“βϥάρΥ πβʻ НІχНІ ῇχּכ Ϭᶈ

ΫϥʺӔΜψʺ НІϬ Гй χ τΜϦο ‭ẁτ ‭ΰοϜϣΞʺӔΜψʺ

ζχ χ ├ϬῬ βϥάρΥπΦϥρ―ΠϣϦϥʻ χᵕ ρừẍּכ τ

◦ χσΜ ệϬᶎ ΰοΣΨάρΥ ϘΰΜρ―ΠϘβʻ НІϬʺῖ ῲ τ

Ϥ Ϧήδοʺẁχ ‭Ϭ“ϩδϥάρϜ ῟ΤϜ ϦσΜʻʾάϦψʺ Гй

χὺοϥГЗрЕРиχ χӗיּ ᶎ τϜ σάρτσϤϘβʻ 

11 ˲ χ Ḣρӗ ΰ ˳ 

ᾤ τʺ ϵзϯχ ψ χ τ ϓοʺ Υ Μᴷ Υ╩ᾋήϦϥϢ

Ξτ◘ΜϘβʻ fi Ϥψᴡ ὊμοϜ χЩкЩкπῬⱧ׳ ˁπβʻӗ χ

χϹ˔Жй˔иΥ ΨʺЩкЩкπ ϭπΜϥϜχϜΚϤʺ Ϝ ḧϜ σΜθϛʺ

βϦӸΞ χיּ“ ᵲτσμοΜϘβʻ ρּכ Υ ΪήϦοΜϥράϧϜΚϦ

ωʺ ιΪχράϧϜΚϤʺ ԁḇΥΚϤϘδϭʻΚκάκτ Υ μοΣϤ

Τϣּכ ϒ σΜρ Υיּ“ ϛσΜᴷ Υ ˑΚϥθϛʺⱧᾮχᾖԍτσϤΤφ

Ϙδϭʻ₈ῇϢϤ ϙϞβΜᵹτΰοΜΨθϛτψʺ χ ᴟʺϹ˔Жй˔иχ

ῖḊʺ ДЃϱрχᵠ ρ ԁσςΥ πΚϥϢΞτ◘ΜϘβʻ 

 

③安心・安全の向上 

№ アイデア 

12 ὺ χṛ Ϟ☼ χ τϢμοψּכṄδϞᴻ╞Φ χ ϬẐϛϥάρϬʺӗ σ

ᵹξΨϤχԁḕρΰοᾁ ΰοϕΰΜπβʻ χῲήψ ρ ϩϣσΜχτὺ Υ

ΦΨσϤʺ ϞḾᾑσ ệΥ ΰϞβΨσμοΜϥρὼ ΰοΜϘβʻ 

13 ᴞ ᶚ ⁫ ׄ ῢᵠ╘ᵬρ ΰ“ΦШ˔ЭᵬχḧτϵйЦ˔Ќʾϵ

Іϸй˔ЌϬνΪοʺ‰ Ϟיּ ᵷּיχ ᴞ Ϭᾝם τᴦ τβϥʻ 

14 χΚϥ ψʺ῟ᴮΥ ϛϣϦοΜϥσϣωםᾝΰο ΰΜπβʻ 

15 ᴿ ρσμοΜϥ⁫ ׄΤϣχНзϯТз˔πΚϥΥʺШ˔ЭΤϣ πϜϵІϸ

й˔Ќ˔χ ΥπΦσΜχΤʻs ᵔὨ︣ Ϭᾁ πΦσΜχΤʻx  
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③安心・安全の向上（つづき） 

№ アイデア 

16 ˲ ӽϒχ◘Μ˳ 

ψ ◊ΚϥḨ σ ᵹπβʻᾝ∕ψ ỘРиϜὺκ όʺ Ộ Ỹρ ᵹΥ

НжрІϢΨẶ ΰʺ ᵓπΚϤσΥϣ κ Μθ ễ ỸρσϤϘΰθʻ 

ψỸᵰΤϣχ Υ Ψ“ΦῖΜϘβΥʺ Ϟ ψ κ Μθ τ ϤϘβʻ 

ϚּיτρμοψάχḕẽϬ︢Ϥʺ ᴼᵹτΰσΜπ ΦθΜʻ 

˲ϯϱДϯ˳ 

̔⁫ ׄˢ ˣχḁ НзϯТз˔ᴟʻ  

ᵠ╘ΤϣπψσΨʺׄ Ш˔ЭΤϣ ϬὌΩНзϯТз˔χ Υ ιρ◘ΜϘβ  ̒

17 ʾ ׄχ χᵬ ψζχϘϘρ ΦϘΰθʻ χӂΜ πϜШ˔ЭΤϣ τ

ΥϤϞβΨσϥϢΞʺЮЕкτ ΦΤΪθΜρ◘ΜϘβʻ 

18 θΦᴲϞ σςự τ ӗτ◘ϩδϥϜχψϞϣσΜ 

19 ˲ẎẍּכẉόẎẍЈрЌ˔χᶈ ˳ 

⁫ χ ԌήϭΤϣ ΜθΣ πʺ ϵзϯψᴲⱧψ σΜΥẎẍχ Υ

ΜζΞπʺζϦτ ΰẎẍּכΥֶ τ͍ χϙρχάρπΰθʻ Ằ

χϳϴУЂϱЕτϜẎẍּכΥ ϤσΜρ ΜοΚϤϘβχπʺΣ ṄϤχ Μ

ϵзϯπψẎẍּכχ Φ Ϭ ᴥᶎ βϥ ΥΚϥϢΞτ◘ΜϘβʻ 

20 Ⱶӗʾ ṙχӂᴟ ♁χῷ ᶨ χ ᶎ ʿ 

ʾ ГйРχІЌЅϷ π ⌠ήϦϥ χ♪ ΥʺІЌЅϷיּ ῇτʺ

ϤלΜχἋ πʺ ϘμοԐ ʾḐ ˢ Ԑ σςˣϬ ΪοΜϥάρΥ

ᾋ ΪϣϦϥρ ΜοΜϘβʻ Гй τʺІЌЅϷ τᴥΠοʺ ‰ χГЗ

рЕРиΥπΦϥρʺ Гй ӽπάχϢΞσ“ Υԁ ϭτσϥάρϜὼ

ήϦϘβʻ 

ʾνΜοψʺ σᾋᵕϤΥ“ϩϦʺάχϢΞσ τψʺ Ⱳ τʺ╩ᵓʺ

Ϭ βᶨ Υ τᶎ ήϦϥάρΥ πβʻ 

ʾάχϢΞσᶨ Υῷ τ“ϩϦο῟ᴮϬấΫϥϢΞτβϥ χᶎ Ϭ ӛΰϘ

βʻ 

 

④憩いの場の創出 

№ アイデア 

21 ψ ᶊϞ κ ΦΥΚμο σ ιρ◘ΜϘβʻἾΜχ ΥΚϥρϜμρ Ψ

σϥρ◘ΜϘβʻНАЌзᵓμθ ρʺκϡμρ κ ΰϢΞτϜʺ Ϥχּנ τ

σϣσΜΤʺέự χέ τσϣσΜΤρ ϣϦϥʻӭ◓χΚϥῲ Ϟ ΥΚϥ

ρṃΰΜʻ ΦθΨσϥῲˑρΰθ ϜΚϥρṃΰΜ (̒ ψП˔ЕϯϱжрЖ

├τϜσϥζΞπβΰ )̒Тжм˔к˔Жψʺ ◗τϢμοᴸΥ ΠϣϦοΜϥρ Φ

Ϙΰθʻ ϣΰΜ︡Ϥ ϙιρ◘ΜϘβʻᴸϬһΰʺ Ϭһΰʺ Ϭʺ Ϭһβϥ

ᴛϘϥᵹτσϥρ Μρ◘ΜϘβʻ 
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④憩いの場の創出（つづき） 

№ アイデア 

22 ⁫ ψʺ ◊ρ Υ ξΨʺ κ Μθ Ӥṓχᵹπβʻ 

ΰΤΰʺự πψʺ◓ςϜχ ό Ϟʺ ӽ χῖ Ṑᵓχᾚ ρΜμθᴿ Ϝ

ꜚτβϥϢΞτσϤϘΰθʻ 

ζάπʺ♆ψʺ μάỶᶚ πχᶨ ὊᾓϬᶨΤΰʺӟᴞχ 4 νχ Ϭ꞊ρΰθˮ

ϬϢΨβϥϯϱДϯ˯Ϭ ӛΰϘβʻ 

ῖ χ ρΰοχЀЬвИГϰІЧ˔Іʺ Ῑἷᴒ ФйϱО˔ϼ Ќ̋ϳрЬ

˔ГϰрϽʺ ӽЮДϰϯχְ֫ 

άϦϣχ ӛϬ ΰοʺ ⁫ Υʺ Υῖ ΰʺ◓ςϜθκχ ḺΥΚώϦʺ

χ Υ ֳήϦϥʺϢϤᶨṓχΚϥᵹτσϥάρϬḻμοΜϘβʻ 

̔ ῖ χ ρΰοχЀЬвИГϰІЧ˔І 

χЀЬвИГϰІЧ˔Іχᵵ Ϭ Πʺ ˑσ χῖ Ϭ βϥ Ϭ ΰϘ

βʻ 

ϺАЎрІЌЅϷ: ễעϞ ӾϱЦрЕϬ ΰοʺ Ϭ αθῖ Ϭ ΰϘβ  ̒

: ӽ χἾΜχ ρΰοʺ Ϭ Πθῖ Ϭ ϙ βρρϜτʺὲῴ τ

Ϝ‟ᾅΰϘβʻ 

ІЧ˔І: ◓ςϜΤϣ Ϙπᶚΰϛϥ Ϭ Πʺ ᵓϞ ếᵓσςϬᵫ℗ΰ

Ϙβʻ 

̔ Ῑἷᴒ ФйϱО˔ϼ 

ự χ⁵ Ϟʺ ⱪχӗ Ϭ― ΰʺ Ῑτ₮֒ήϦγʺ ϜΥӗ ΰο ϓϥᴒ

ФйϱО˔ϼϬ ΰϘβʻ 

ⱪ ІЧ˔І: ӗ τ ΰθ ἇϬ ΰʺΣϚν ΠϞ ІЧ˔ІϜḁ

ΰϘβʻ 

гИН˔ЂиДЃϱр: ּכΜβϞЦР˔ϸ˔πϜ ΰϞβΜϢΞʺ ₯ϬσΨβʺ

ῲˑρΰθ Ϭᶎ βϥσςʺгИН˔ЂиДЃϱрτ ΰϘβʻ 

σ ἇ: Ϟ ᵬτ›ϩδθ ἇϬ Πʺ◓ςϜθκχῨṂ ρ Ϭ▼

ὣΰϘβʻ 

23 ̔ ГйΥῲ Ϭ⌠ϥζΞπβΥʺ בֿ χ ΥẈ τἾΠϥῲ τΰοϕΰΜπ

βʻ 

 ẁṄδʺ ϩΜξΨϤϬ ρΰθϱЦрЕῲ ψ πβʻ 

 ᴝʺӰ Ϭ βϥϢΞσϱЦрЕχᵫ℗ψ πβʻ 

̔ЫϱϼϬ► βϥϢΞσϱЦрЕψ ͍ᵕχ Ϥӡπ ιρ◘ΜϘβʻ 

̔ τψ ỏ῝ה ᵰ̋⁄῝הϜΚϤϘβ ά̒Ϧϣβϓοχῲ Ϟ῝הϬ ᶧ τ

Ḛ βϥЄІГЭΥ ιρ◘ΜϘβʻ 

 Гйχ῝ᵫἋ ιΪϬḚ βϥϵзϯЫКЅЮрЕπψσΨʺϱЦрЕχṛ Ϟ 

 τᴂαθῲ ϬᶤϤ ϥЄІГЭΥ πβʻ 

̔ᵰ⁄῝הχ Ϭ‰ϛʺỸχ  ϯАФτϜνσΥϥρΜΜρ◘ΜϘβʻ׃

̔ᵰ⁄῝הτᵫ ꜠χ ӻʺ Ϭ⌠Ϥʺ Ῑʺ ˑσϱЦрЕτ►Πϥ῝הτΰθϣ

ϢΜρ◘ΜϘβʻ 
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⑤その他 

№ アイデア 

24 ╥―Ɫ ρΰο ΰοΜϥ 9 ᵕ ГйẸṳᵓχϯрϾ˔Е ὓ Ϸ˔ФрМϳІχ

ὓᵊΥ╥―τσϥχπψσΜΤʻάάπψˮ☼ם Гй Ϥτḇαϥ ˯ρˮ Гй

ϤϬϢϤ Ψβϥθϛτ ρ◘ΞṐ ʾ☼ ˯ΥϘρϛϣϦοΣϤʺ ӡτӡ ξ

ΪϣϦοΜϥ ϞṐ ʾ☼ ψᴡϦϜ ḇχΚϥϜχρσμοΜϥ ά̒ϦϬᶨ ΰ

σΜ︣ψσΜρ◘Ξʻ 

25 ˓ Гй τ Ỹ ỸὓᵊϬ  ΰοὺ ʾ ήϦϥᵹỸ῝ה ϙχἋ ρ

‰ Риχᴒ Ϟ Ϭᶨ ΰο ╣̋ӻ ᵤ ᴱ Риτ Μʺ τН˔

ЖОІρРϷЕ˔ФϬνΨϤ ϵ̋ЀкЅϸим˔ϼτϜṄ ΰН˔Жϳ϶АЎрϽϜ

πΦϥ ϬνΨϥάρϬ ӛΰϘβʻ 

ʾ╣ӻ ᵤ ᴱ Риχ ψ ‰̋ Риᴒ τϱмБНЮΥְ βϥϢΞτσμ

οΣϤʺ Ỹχˮ 28 ˯Ω Ϭ ΰοΜϥ☼ πʺ

τᴥΠοʺ Ẕᴛ ᴟ ├ʺꜛ ḕẽễӾ σς ˑσḢ Τϣ ϣ

ΰΜ☼ τσμοΜϘβʻ 

ʾ Ỹτψʺ▪ σΥϣʺάϦτνξΨḕẽ ʺ τʺϱмБНЮΥ ϥϢΞσ

ψʺ ⁫ ӟᵰπψʺθΨήϭχ‰ ὺ ΥὺοϣϦοΜσΥϣʺ₈χρά

ϧπΦοΜσΜρ◘ΜϘβʻ ⁫ ỸτϜʺ χ☼ Υ ήϦϥάρψʺ

⁫ χ χϙσϣγʺ Ỹ τρμοϜʺ ϘΰΜάρρ◘ΜϘβʻ 

ʾ Гй™ᵫ πψʺ ‰ РиΥὺοϣϦϥάρτσμοΜϘβχπʺ Ỹτʺ

ᴱ τ μοʺꜛ ᵦπψ ᵳ τְ βϥϱмБНЮˢПЮϯЫБНЮˣψ

‰ Риχᴒ τЀкИ˔ϬνΨϤ Р̋и τלμο βϥχΥϙϣϦ ζ̋χ

ήϘίϘσ χ χН˔Жϳ϶АЎрϽϬᶚΰϛϥ ΥπΦϦω ῲ̋ σ χ

◓ằθκʺ◓Ӿοᴪ Τϣ‰ ϘπʺάχᵹỸיּ χ Ψχ ˑτʺ σḕẽϬ

ằπΦϥϢΞτσϤʺ Τϣχ ӽ‟ᾅϬ ϭπΜϥρᾠϩϦϥ ГйРτρμο

ϜḻΜΥᶰΜʺ ΰ χσΜϜχτσϥρ◘ΜϘβʻ 

26 ̔ЌϳрЬ˔ГϰрϽ 

ӽ Υ︠ τ ӽᴿ τνΜο ΰ›Μʺᴖ Ὠ├Ϭ ϥ ρΰο Ќ̋ϳрЬ˔Г

ϰрϽϬ ṍ τᵫ℗ΰϘβʻ 

ӽᴿ χẶ ʿ ├ʺ ← ├ʺḕẽ ʺ◓Ӿο◦כσςʺ ӽᴿ ϬẶ

ΰʺᵔὨ├Ϭᾁ ΰϘβʻ 

ᴪτϢϥ ếᵓ  ʿ ᴪϬ Φʺ ӽᴿ τḩβϥ ꜡Ϭ ϛϥṐᵓϬ ΪϘβ  ̒

ῢʿ ϙϞ₉ϤέρϬ πΦϥ ῢϬ Ϊʺ ӽ ●χ Ϊ›Μχ

ϬӾϙϘβʻ 

̔ ӽЮДϰϯχְ֫ 

ϵзϯχ Ϭếᴟΰʺ ӽ χ QOL ΰ τ‟ᾅΰϘβʻ 

ӽ ЂϱЕʿϱЦрЕ ʺΣ χ ᵒʺ ӽ χϱрЌРв˔σςϬἿ∏ΰϘ

βʻ 

ӽ ʿ ӽχИв˔Іʺ χᶨ ⁮ʺЀжЭσςϬἿ∏ΰʺ ӽϒχһ ϬӾ

ϙϘβʻ 

ЀЬвИГϰ FMʿ ӽ ἷχ Ϭ ⌠ʾ ΰʺ ӽ χ Ϭ ΪϘβʻ 
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⑤その他（つづき 

№ アイデア 

χάςϜθκψה 27 ỏ῝הϞ у Ϟה῝ χ σςτΣ╩ τ“μοʺ ἇ

π ϭιϤʺ ϤᵕμθϤʺ μϊϞ Ϭ ΰθϤ μθϤΰοΜϘβʻ 

ЫрЄдрχ ϤπΣ╩ ΰθϤʺ ϭιϤΰοΜϥρ ΤτβϥϢΞ ӪήϦϥά

ρϜΚϤϘβʻ 

άςϜθκΥᾕṓτ ϓϥ ϬθΨήϭ⌠μοϕΰΜπβʻ 

28 ˲ χᶈ ˳ 

ϵзϯπψЫрЄдрτΣ Μχ Υ͕ᶤӟ ρχάρπβΥʺṁ τ Ψχ

ЫрЄдрψ͍עτνΦ͍ χ ΰΤ ΪοΣϣγʺζϦӟᴞχЫрЄдрϜΚ

ϤϘβʻ◓ằϬꜛ τכּ δοΚΫθΜχπβΥʺ Φ ΥσΨο₉μοΜϘβʻṌ

ЫрЄдрΥ Ϭᶈ βϥάρτ βϥ Ỳ ϞἋΜοΜϥ Ϭ ӽ

ϒ ΰ βϢΞσ︡Ϥ ϙΥΚϥρ ΤϤϘβʻ 

29 Ͻк˔НиϺАЇ הχה Τϣ ΜθχπβΥʺ ЫрЄдрΤϣ

χϸж˔πψσΜρΜΞ πϼй˔ЭΥ ϥθϛʺהχ ϬᵫΪϣϦσΜʺה

π◓ằϬ ωδϣϦσΜʺהχ π ῐּיΥΣὝΠ κπΦσΜʺρΜμθ ιζ

Ξπβʻԁ χЫрЄдрΤϣψ Ϭ ϣϦʺζχ ΰχ ιΪψᵫΪϣϦϥζΞ

πβʻάϦτνΜοςΞ◘ΞΤЄрЪЅϳЭπϜέᾁ ΦθΜπβʻ 

 





ᶎ∙ּזᶍᶇᵩᶩᴳ 

ᴴ ᶉ ᶣטּ ᶣᵼᶫᶊטּ ᵥ ᶇᵶᶅᶍּל ᶍ ᴲ ᶆᶍ ᶍ

ᶊᶃᵣᶅᶍ ᵫᶆᶅᵣᶪᵫᴲ ᶍ ᶱ ᶝᵧᶪᶇ ᶊᶎ ᶏᶉᵣᶇᵴᶫᵾᴳ 

ᴴ ᶇᶍ ᶣ ᶱ ᶝᵧᵾ ᶉḎḒḻḐ ᴲ ᶊ ᵥ ᶍ☼ ֩ ᴲ ᴲ

֪ ᶍ ᶎ֫ ᶍ ᶍ ᶆ ᵫ ᵴᶫᶪᶧᵥ ᵫ ᵸᶪᴳ 

ᴴ ᶱ ᵶᵾᶽḲᶷḦḕḀḩḻḐᶊ ᵶᶅᶎᴲ ᶍ≥ ᵣᶣᶈᶍᶧᵥᶉ ᶱֹוᵾᵸᶡ

ᶍᵪᶱ ᶠᶅ ֫ ᶍ ᶇᶉᶪᶧᵥᶊ ᶱ ᶪ ᵫᵡᶪᵲᶇᵫ ᶨᵪᶊᶉᶂᵾᴳ 

 

ă ᶍ ᶊ ᵸᶪ ᶎᴲ ᶱ ᴳ 

 

 ᶍ  
ᵪᶨᴲ ᶆᶎ ḎḴḛ ᶍ ᶉḁ᷆Ḁḭᴻḳᵫ ᵴᶫᶉᵣ ᶆᶎᵡᶪᶡᶍᶍᴲ

ᶍ ᶊᶎ ᶍ ᵫᶉᵣᶇ ᵫ ᵶᵣᵲᶇᵪᶨᴲ ᶍ᷿ḻḥḀᶻḨᶎᴲ ḎḴḛᵪᶨ

ᶱ ᵸᶪ ᶇᵶᶅ ᵶᶅᵣᵬᵾᵣᵲᶇᶱ ᵶᵾᴳ 

 

∙   

 



４．心配事の解消 議事要旨別紙

大分類 中分類 小分類 心配事への見解
解消
方向

⑴街並みへの心配
（高層ビルによる）威圧感や周辺の景観にマッチしないのでは
ないかと心配

・ファシリテーター:建築プランの策定段階で周辺の景観にマッチするような
デザインを進めていくよう日本テレビにお願いすべき。

 

・コメンテーター:周辺の住居系用途地域は今回変更になっていないため、番
町全体が大きく変わる心配はないと思う。

・日本テレビ:検討段階であることから人口増等について具体的な数字をもっ
て説明できない。今後計画を示す段階で説明していく。また治安悪化につなが
るようなテナントについては、ビルの賃貸経営にも影響を及ぼすため、誘致す
ることはない。

日本テレビがコントロールできない部分で、意図しないテナン
トが入ることもあるのではないか心配。実際に、そういった事
例もみられることから、そういった規制を設けられるようにし
たほうが良い。

・日本テレビ:治安悪化につながるようなテナントは誘致しない。
・区:風営法に該当するものは文教地区では禁止されている。違反しているよ
うであれば、警察と協力して対応していきたい。

白いスタジオ棟はあまりに地域になじんでおらず、不信感の大
元の1つにもなっている。今回も地域になじむようなものになる
のか心配。地域の声をもう少し聞いてほしい。

・日本テレビ:オープンハウス（地域の声を聴く場）を実施した際にも同じ声
をいただいた。今回の建築物は地域の景観になじむデザインを取り入れていき
たい。

繁華街化や観光地化してしまうこと、過剰な賑やかさになるこ
とが心配

・区:昔のようなテレビ塔があった頃のようなバスが連なるようなことを目指
してほしいと区は思っていないので、日本テレビには地域性を踏まえることを
念頭に検討していただきたい。

 ■

個別企業主導の再開発にとどまっているように見受けられま
す。このような状況では、周辺地域の景観・環境に対する悪影
響が生じるのではないかという強い不安があります。

・ファシリテーター:変更された地区計画では、地域貢献としての整備や壁面
位置の指定等、民間主導にならないようにルール作りがされている。

 ■

今回の開発により地域の基本的な性格が変わってしまう可能性
があることで番町エリアの価値の棄損につながることが心配

・コメンテーター:周辺の住居系用途地域は今回変更になっていないため、番
町全体が大きく変わる心配はないと思う。

・コメンテーター:地区計画の変更はD地区のみであり、いまのところ周辺で
同様の建物が建てられることはない。

周辺の（オフィス・商業の）賃貸物件の空室化によりゴースト
タウン化しないか心配

・日本テレビ:基準階の床面積が近隣ビルと違い、誘致するテナントのター
ゲットが異なるため、空室を誘発するものではないと考えている。

 ■

再開発により（エリアの利便性が増すことで）周辺住宅地の固
定資産税が増えることが心配

・区:都心部でマンション価格も上がっており、何が要因で固定資産税が上
がったかは明確にはできない。

－

建築中の工事の騒音に対して覚悟をしたいが、着工までの（手
続きの）流れやスケジュールが分からず不安

・ファシリテーター:日本テレビにて建築プランを決めていく段階で周知して
もらいたい。

周辺には学校も多く、工事期間中の歩行者等への安全確保が心
配

・ファシリテーター:安全対策は地域にとっては心配事であり、どこの建設会
社も同様に安全対策をしっかり考えられている。

◆上記に関連した質疑・応答
・日本テレビ:都市計画の際は地区計画の外枠でのシミュレーションを提示し
ている。これから建築プランを具体化していく際には、高さの上限80mまで
作ることを求められているわけではないことは理解しており、建築プランを作
成した際にしっかりと説明していきたい。
・ファシリテーター:地域をよくしていこうという考えは一緒であるが、コ
ミュニケーションの失敗でうまくいかないのはもったいない。前向きな議論を
する場づくりとして本シンポジウムを実施している。
・コメンテーター:日本テレビから具体的な建築プランが出てこないとコミュ
ニケーションもできないため、建築プランが上がってきたうえで情報を整理
し、建設的な議論をしたほうがいい。

開発に伴う来訪人数が明確にはわからないまでも規模感はある程度分かる中で、その影響が
示せないというのはおかしい。

住民との対話が欠けているのが一番の問題と感じる。地域の人が何を望んでいるのか、しっ
かり整理しないまま、一部の意見を反映させたことが残念。

今日のような機会は始まりだと思うので、それを大切にしたい。情報公開をもっと積極的に
行ってほしい。

１.街並
みや住
環境等
に関す
る心配

⑶その他周辺環境
への心配

⑷工事の際の心配

⑵住環境・教育環
境全般への心配

・区:D-1,D-2地区のみを変更した地区計画であり、地域として緩和を広げて
いく意向ならば別だがそうではないと理解している。
・区:また日本テレビ通り全体の街づくりのビジョンは現時点ではないが、日
本テレビの事業進捗も踏まえながらビジョンを作ろうと考えている。仮に周辺
に緩和を広げていく等の考えがある場合には、それはビジョンに基づきながら
やっていくものと考えている。

オフィステナントなどにより人口増や不特定多数が街に出入り
することになり、番町の住環境・教育環境が破壊されてしてし
まうのではないか。治安の悪化（犯罪の増加）が心配

・ファシリテーター:地区計画はあくまで手段であるため、通り全体でどんな
まちづくりをしていくか、ビジョンを考えていくことは必要である。

当開発により周辺での超高層開発を助⾧するのではないかと心
配

高さ制限を80mになることで高層マンション・ビルに囲まれて
暗く狭い環境で生活することにならないか心配

議事要旨別紙



大分類 中分類 小分類 心配事への見解
解消
方向

施設利用の人口や車の増による周辺道路（車道、歩道）の渋滞や事故が心
配
ピーク時の人の数が大きくなってインフラが耐えられるか心配
日本テレビ通りは片側一車線で五番町から市谷まではさらに狭くなってお
り、周辺道路も狭く、負荷が心配
車両増の混雑によるバスや緊急車両の通行支障が心配
駅施設（駅連絡通路、ホーム）の混雑や事故が心配
番町中央通りの一部相互通行化により、住宅市街地への車両流入が増える
のではないか心配

・日本テレビ:都市計画提案時に周辺道路の影響は検証し、日本テレビホームペー
ジにて数値的なものも含めて示している。分かりづらい点については改善する。

・ファシリテーター:安心できる情報をきちんと開示していくことが大切。

・コメンテーター:交通計画は、全体の道路体系から各道路の役割分担を考え、課
題があれば例えば交通規制の変更や信号現示などの対応を考えていく必要がある。

日本テレビが実施した環境影響調査がネットでみつけづらい
・区:環境影響調査の掲載場所（ホームページ）をお伝えした（※「番町の森」
ホームぺージに「開発に関するQ＆A」にて分かりやすく掲載済み）。

番町中央通りにイスラエル大使館があることでバリケードがしかれている
が、歩行空間がどうなるか心配。今回の開発でどのようになっていくの
か。

・区:バリケードが引き続き配置されるかどうかは今後の国際情勢次第。一方で歩
行空間については拡幅整備され、歩行者の安全性が確保されていく。

周辺への日当たり（日陰になること）、日照時間が心配
日当りや騒音による周辺の学校生徒への健康被害が心配
周辺への風害、ビル風が心配
事前の風予測だけでなく、実際に竣工した後にビル風がひどかった場合の
対応が心配
ビル（壁面など）から反射される光害が心配
ビルからの排熱量により周辺の温度上昇がないか心配
高層ビルにより周辺居住地からの眺望が阻害されてしまうことが心配
広場の作り方によっては砂が舞うなどが発生して心配

異常気象による突風も心配。シミュレーションする際の入力値はどのよう
な想定なのか。異常時の状況を想定はしないのか。

・区:シミュレーションは一般的な基準に基づいて行うことになる。建物の形を決
める際に検討し議論してもらうのがよい。
・ファシリテーター:突風など極端な事象を想定しすぎると、対策のやりようがな
くなってしまう側面もあるので、想定する程度は重要になる。

災害時での高層建物自体（の倒壊）が心配

日本テレビ通りが狭いので、高いビルの安全性が心配
・日本テレビ:帰宅困難者やビルの就業者については、ビル内を想定している。広
場やエリアマネジメント施設についても、災害時に地域のために役に立つことがで
きると現時点では考えており、具体的になにができるかは今後の建築プランをお示
しするタイミングで説明させてもらいたい。
・ファシリテーター:帰宅困難者は番町ではそれほど想定はされない。千代田区内
のそれぞれのエリアで発生する帰宅困難者はそれぞれのエリアで外に迷惑をかけな
いように対応場所の確保に努力している。
・区:開発後の問題については、区ができることはやっていきたいが、一方で検討
段階でも対応策を考えていただきたい。
・日本テレビ:地下鉄出入口が現状でも設置されているため、私有地の中に止めら
れないよう、注意喚起をするなど努力しているところ。スーパーマーケットの誘致
を実現していくと、自転車利用は増えることも想定され、台数の予測や配置方策な
ど検討課題として捉えている。
・ファシリテーター:自転車を放置しにくい空間として、デザイン上の工夫も含め
て重要である。

仮に一つのテナントで構成されると、通勤時間帯が重なり駅が一気に混雑
するなど心配。人の動き方の時間帯が異なる・1日のサイクル・ピークが
被らないようなテナントミックスを意識してはどうか。

・コメンテーター:ピークをずらす方法としては、テナントミックスもあるし、そ
もそもテレワークの企業も増えておりワークスタイルの多様化もあると思うので、
そういった観点も踏まえて建築プランを考えていくのが良い。

◆上記に関連した質疑・応答
・日本テレビ:現状を確認のうえ、運用面でどう対応できるか検討する。

・コメンテーター:建築設計の際には、日当たり、風の影響などについてシミュ
レーションや実験をする。そのため、今後建築プランが具体化される段階に情報を
開示してもらうべき。
・ファシリテーター:今後の検討の中でできる限り影響を小さくしてもらうという
ことだと考える。

複合ビルは望んでない。容積率が1.5倍になるが道路は広がらないので交通
上の問題が心配

現状、スタジオ棟付近で子供が強風で飛ばされている。

⑶防災への
心配

⑵風環境・
日照等の環
境への心配

２.都市インフ
ラ（交通・環
境・防災）に
関する心配

・ファシリテーター:現行の構造基準の中で建築すれば、基本的に倒壊することは
なく、むしろ被災時のオペレーションを心配すべき。日本テレビのビルから全員が
地上に降りてくると、広場では足りないため、在館で過ごすなどのオペレーション
をしてもらう必要がある。

⑴道路交通
や公共交通
への心配

日本テレビ通りでは、違法駐輪・ごみ廃棄などが問題となっているが、日
本テレビの開発によって悪化することが心配

その他

周辺交通への影響が心配。都市計画のタイミングでは、周辺交通への影響
は検討しなかったのか。

新築ビルでは、区と帰宅困難者の受け入れ協定を結ぶであろうが、就業者
が多く、整備される広場を含めて地域住民を受け入れることはできないの
ではないか心配

・コメンテーター:新たに建物を計画するため交通への影響は当然ある。今回の心
配事の視点を伝えることで、具体的な建築プランの検討段階において、どう交通に
影響を及ぼし、影響をどう回避または低減できるのかが今後の大事なこと。



大分類  中分類 小分類 心配事への見解
解消
方向

様々な人が集い、騒音や危険行為が野放しになるのではな
いか心配
広場のイベントによる来街者のマナー違反によって違法駐
車やごみのポイ捨てが増えることが心配
商業的なイベント広場の常設となり、繁華街化へとつなが
ることが心配
日本テレビの挨拶の際の昔の紹介で、盆踊りで7,500人が
集まったと話していたが、そういったことを望んでいるわ
けではない。広場が賑やかになるのが心配。
イベント広場により風紀の乱れを誘発し、学生に悪影響を
与えかねないことが心配
オフィステナントのワーカーが広場を使い、地域住民が使
えないではないか心配
就業者や来街者が増えると災害時に地域住民は整備された
広場等の災害対応施設が使えないのではないか心配

広場は住民主導の使用ができるものか心配

・ ファシリテーター:２（３）で説明したように、災害時はオペレーションをするこ
とで、広場は地域住民が主体で使っていけるようになる。平時は、オフィスワーカー
も使うが、番町の庭や森の延⾧線上での利用を考えているため、地域住民主体で利用
できる。
・日本テレビ:平時は、地域の人たちもいてワーカーもいて様々なコミュニケーショ
ンが生まれる場となってほしいと考えている。運用しながら改善すべきことは改善し
てよりいいものにしていきたい。

エリアマネジメントの主体が民間事業者になることが不安
（行政の関与）

・日本テレビ:エリアマネジメントは皆さんのご意見を伺いながら、これから本格的
に検討していきたい。番町の森や庭のような延⾧で、もうちょっとブラッシュアップ
するような使い方でイベントはやっていきたい。主体となる団体についても、地域の
皆さん発で日本テレビがサポートする形を考えている。
・コメンテーター:エリアマネジメントは、行政が広場管理を行うと公平性の観点か
らどうしても最低水準になるため、エリア価値をあげるために民間主導でやることに
意味があるというのが基本的な考え方。その時に多様な主体と連携した体制を組んで
いくことが肝要。

⑵その他
イスラエル大使館前の道路封鎖が続き、交通広場が機能し
ないのではないか心配

・2（１）にて議論済。 

◆上記に関連した質疑・応答

・ファシリテーター:番町の良さとは何かを、もう少し広い範囲でみんなで議論する
ことが重要。まちは時代によって変わっていくもので、昔の良さも近未来の良さも幅
広くとらえながら、未来の姿を描いていく場づくりが必要。

・コメンテーター:エリアマネジメントに関する既存の事例は賑わいや活性化に偏重
する傾向があり、どうしても商業イベントに頼ることが多い。施設の賃貸収入をエリ
アマネジメントの活動費に活かすなど、収支計画をどう組み立てるかも、活動内容を
考える上では重要。
・日本テレビ:広場は、赤坂サカスのような商業的な活性化ではなく、地域の憩いの
場としての活性化を想定している。日本テレビとしてはサポートする立場であり、具
体的にそういった事があった場合にどのように広場を運営していくかは、エリアマネ
ジメント団体がどのように考えるかによる。
・ファシリテーター:エリアマネジメント組織を組成する段階で、地域の方が積極的
に参加すればご心配の状況にはならない。
・コメンテーター:地域で必要となる公園規模として、街区公園規模の広場を作って
いると認識している。広場を使った地域のための取り組み・活動は、エリアマネジメ
ントを組成してやっていくことなので、そういった仕組みづくりをしっかりやってい
ただきたい。
・区:広場ができたがエリアマネジメント団体がないとなったら、広場の使い方の
ルールなどが地域にとって十分に開かれたものにならなくなってしまう。そのため、
地域住民が主体となるエリアマネジメント団体がルールや役割を設定し、運営を担う
ことが大事になってくる。エリアマネジメントは地域のためになることを地域の方が
考えて活動していくものである。
・日本テレビ:広場等の維持管理に日本テレビが関与しないというわけではないが、
様々な活動するにしても、人件費・設営などソフトコンテンツの維持費がかかってく
る。それを未来永劫日本テレビが全てを見ていくのは難しい面もある。
・コメンテーター:エリアマネジメント（地域価値向上のための地域の主体的な活
動）とプロパティマネジメント（不動産としての資産管理）が混在している。連携し
ている部分もあるが、エリアマネジメントは街区外の貢献なども含め考えていくもの
である。ただ、活動のあり方は今後決めていくものであり、棟の必要性は現時点で議
論をすることは難しい。

・区:棟の整備は地区計画で定められている。作らない場合には地区計画の変更が必
要になる。

・ファシリテーター:エリアマネジメントが果たす役割を具体化していく必要があ
る。エリアマネジメント施設を単に金儲けの施設と捉えると不要に思えるが、コミュ
ニティを育む拠点施設と捉えると必要となる。ただ、捉え方には相当幅があるので、
どういったことを狙っていくかは、引き続き議論が必要。

広場が欲しいという意見は確かにあったが、エリアマネジメント団体が必要だ、ということ
ではなかったと思う。

広場やエリアマネジメント棟の維持費がかかるので、エリアマネジメントでイベント実施し
ていかなければならない、という考え方か。

維持費がかかるのでエリアマネジメント棟を建てないという結論はないのか。

エリアマネジメント棟を建てないということは地区計画に反するのか。

・日本テレビ:（テレビ局のある）赤坂サカスや六本木ヒルズとは一線を画し、地域
発のイベントを想定している。これまで番町の森や庭でやってきた、地域でのイベン
トの延⾧で考えており、全国的に人を集めるようなイベントは行わない。
・コメンテーター:番町の森や庭の使い方は非常によく、今後整備される広場の使い
方の練習であり、それを通して管理の体制や方法が徐々にできあがっていけばいいと
思う。

オープンスペースの有用性として、街区公園の不足があげられている中で、面積も設定され
ていたと記憶している。街区公園は地域の方が使うものであるので、広場で行うイベントも
この地域で行う必然性のあるイベントを行うべき。エリアマネジメントと街区公園として設
定した関係性の整理はどうなっているか。

夜と週末が静かなことが番町の良さなので、イベントはやめてもらいたい。学校の文化祭や
運動会で十分である。

⑴広場の管理運
営への心配

イベントによる周辺への騒音、火の扱い、衛生面、美化・
ゴミ、治安など、しっかりとした管理がなされるのか不安

３.施設の管理
運営等に関す
るご心配

仮にテナントで入った大企業が広場で運動会やりたいといったらその時の対応は?

仮にビルに大テナントが入った場合には発言権が大きくなり、意向に逆らえないのではない
か?
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∏ᵴᶫᵾ ᶊ ᵶᶅ ᶊ ᵶᶅ סּ ᶆᵡᶪᵲᶇᶱ

ᵶᶅᵣᶪᴳ

2 Ч˔Ѕ



ᶍ ᶍᶧᵥᶉᵶᶃᶨᵧ֩ ᶉᶈ֪ᴴ ᶊᶎᶉᶨᶉᵣᶍᶆᶎᶉᵣᵪᴳ
╠ ᶱᵶᶅᵣᶪᶍᶆᶎᴳ

╪ ḎḴ֪
ᶍ ᶧᶩᶡᵴᶨᶊ ᶎ ᵬᵣᴳ ᴲ ᵧᶡ ᶠᶅ ᶇ

ᵶᶉᵫᶨ ᶩ ᵱᶅᵣᵮᵾᶠᴲ ᶍ ᶍḓᴻḂᶡ
ᵸᶪᴳ

ᶽḲḦḕᶊᶃ
ᵣᶅ

ᶽḲᶷḦḕḀḩḻḐᶍ ᶎ ᵣᶇ ᵷᶪᵫᴲ ᶍ᷈ḧḭḓḎᶸᶄᵮᶩ
ᶱᶽḲᶷḦḕḀḩḻḐᶊᵸᶘᶅ ᵺᶪᶇᵣᵥᶍᶎ ᴳ ᶡ ᶱ ᵪᵶ
ᵾᶹḡḻḐᶉᶈᶆ ╓ᶇ ᵶᵾᵲᶇᶡᵡᶪᴳ
ᶽḲᶷḦḕḀḩḻḐᶍ◖☺ ᵫ ᶇᶉᶪ ᶊᶎᴲ ♬ᶱ ᵱᶪᵾ
ᶠᶊ ᶉᶹḡḻḐᶡ ᵧᶪᵿᶬᵥᴳ᷂ḋḉḻ᷀ᴻᶉᶈᶱ ᵰᶏ ᶲᶉ
ᵫ ᶝᶂᶅᵮᶪᶍᶆ ╔ᶅ ᶍ ᵣᶍ ᶊ☼ ᶱ ᵧᶪᶍᶆᶎᶉᵣ
ᵪᴳ
ᶎ ᴴ ᶆ ᶡ ᶡ ╗ ᶆᵡᶪᴳ ╓ ᶇᵶᶅᶎᴲ

זּ ᶍ↨ ᵫ ᶆᵡᶪᴳᶽḲᶷḦḕḀḩḻḐᶊᶎ ᶱ ᵬᴲ ᶱ
ᶡᶂᶅ ᶞᵾᵣᴳ

╪ ֪
ᵲᵲᶆ ᵶᶅᵣᶪᶽḲᶷḦḕḀḩḻḐᶊ ╓ᵸᶘᶅᶍ᷈ḧḭḓḎᶸ

ᶱ ᵺᶪᶇᶎ ᵧᶅᵣᶉᵣᴳ

ḎḴ֪
ᵲᶍ ╓ᶊᶔᵴᶮᵶᵣᶽḲᶷḦḕḀḩḻḐᶎᴲ ╓ᶍ ᶍ᷈ḧḭḓ
Ḏᶸ ᶊ ᵸᶪᶡᶍᶆᵡᶪᶇ ᵧᶅᵩᶩᴲᵼᶍᶧᵥᶉ ᶆᶹḡḻ
Ḑᵫ ᵴᶫᶪᴳ ᶡ ᵪᶩᶉ ᶉᶈᴲ ╓ᶍ ᵫ ᵧᶉᵮ
ᶉᶪᶧᵥᶉ ᵶ ᶎ ᶅᵩ ᶩᵶᶅᵣᶪᴳ ᶍ ᶎ ╓
ᶱ ᵧᶪᵲᶇᶍ ᵱᵪᶨ ᶝᶂᶅᵣᶪᴳᵼᶫᶱ ᶝᶉᵣ ᶡᵣ
ᶨᶂᵶᶢᶪᶇ ᵥᵫᴲ ׂ׃ ᶊ ᶩ ᶇᵶᶈᵲᶬᶱ ᶂᶅᵬᵾᴳ

ᶊᶃᵣᶅ ᶇᵶᶅᶎᴲ ᶱ ᶉ ᶇᵶᶅ∞ ᵰᶅᴲ ᶩᶉᵣḁ
Ḣᴻḁᶱ ᵥᵾᶠᶊᵲᶍ ᶱ ᵶᶅᵣᶪᶍᵪᴳ ᵫ ᵧ
ᶪᵲᶇᶊᶧᶂᶅᴲ ᶊ ᵫᵡᶔᶫᶪᵲᶇᶊᶉᶩ ╓ ᶇᶎᶉᶨᶉᵣᶍᶆ
ᶎᶉᵣᵪᴳ

╪ ֪
ᶍ ᶇᵶᶅᶍ∞ ᶄᵰᶆᶎᶉᵣᴳ ᵫ ᵿᵪᶨ
ᶱ fiᵶᵶᶅᵣᶪᶇᵣᵥᵲᶇᶎᶉᵮᴲ ╓ ᶇᵶᶅ ᶱ ᵮ

ᶝᶫᶅᵣᶪᴳ ᶍ ᶊᶃᵣᶅᶎ ᵿᵰᶆᶉᵮ ᶍ ᶡ
ᶆᵬᶪᶇᵣᵥ ᵧᴳ ᶎ ╓ ᶆᵡᶩ ᶎ
ᶆ ᵸᶪᶍᵫ ᴳ

ᶊᶃᵣᶅᶎᴲᵼᶫᵽᶫᶍ ᶡ ᶍ ᵰ ᶫᶣᶉᶈ ╓ ᶱᵶ
ᶅᵣᶪᴳᶹḡḻḐᶉᶈᶆ ᶝᶪ ᵫ ᶊ ᵧᴲ ᶊᵡᶔᶫᶪᵲᶇᶡ
ᵡᶪᶍᶆᶎᴳ

╪ ḎḴ֪
ᵶᵾḦḻ᷿ḯḻᶡטּ ᵮᴲ ᶍ ᶉᶈᵫ ᵴᶫᶪᴳḦḻḣᴻ

ḳḐᶹḴᶍ ᶣ ᶉᶈᶍ ᵰ ᶫᴲḢḋḐ ᶫᶉᶈ ᶉ
ᵫ ᶆ ᶍ ᶆ ꞌᵫ ᵶᵣᶇᵲᶬᶊᶃᵣᶅ ╓ᶍ ᶍ≥
ᶱ ᵬᶉᵫᶨ ᵶᶅᵣᵬᵾᵣᴳᶉᵩᴲᶹḡḻḐᶎ ╓ ᵫ נּ

ᵶᶅᵣᶪᶡᶍᶆᵡᶩᴲ ╓ ᵪᶨ ᵫ ᶝᶪᶇᵣᵥ ᶆᶎᶉᵣᴳ

ḘḲᶷḝḲᴻᶊ
ᶃᵣᶅ

ḘḲᶷḝḲᴻᶊᶃᵣᶅᶡ╠ ᶆᶎᶉᵣᵪᴳ6 ᶎḎḒḻḐ ᶍ
ᵾᶠᶊᶡ ᶆᵡᶩᴲ ╓ ᶇᶎ ᵧᶉᵣᴳ ╓ ᶇᵶᶅḘḲᶷḝḲᴻ
ᶍ ᵫ ᵿᶇ ᵥᴳ ᶱ ᶅᵸᵯᶍ5 ᵫḘḲᶷḝḲᴻּטᵴᶫᶉ
ᵣᶇ ᶆᵡᶩᴲ ᶊḘḲᶷḝḲᴻּטᵴᶫᶉᵣᵲᶇᶊ ᶄᵮᵲᶇᶊᶉ
ᶪᴳ

╪ ḎḴ֪
ᶇ ╓ᶍ ᵫ ᵴᶫᶪḳᴻḐᶎ ·ᶊ ᵶᶅᵣᶪᴳᶝ

ᵾᴲ זּ ᶍ ᶡ ᵣᴲ ᶉᵮ ᶂᶅᵣᵾᵿᵰᶪᶧᵥᶊ
ᵶᶅᵣᶪᴳ ╓ ᶊ ᵸᶪ ᶍלּ ᵧ ᶊᶃᵣᶅᶎ

ᶍ ᶊᶡ ᵶᶅᵣᵾᵿᵣᵾᴳ
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ḎḒḻḐᶊᶃᵣ
ᶅ

ᶊᶎ ᶎ ᶪᶍᵪᴳ

ᶊḟᴻḳᵫᶉᵮᴲ ᶍ ᶍḟᴻḳᶱ ᵶᶅᵣᶪᶍᶆ ᶍ ᶎ
ᵡᶪᵪᶡᵶᶫᶉᵣᴳ

Ⱨ ֪
ᶇᵶᶅᵆ ᵇᵫᵪᵪᶂᶅᵩᶩᴲ ᴲ ᶍ
ᶎ ᶫᶉᵣᴳ

ḎḴ֪
ᶝᶂᶅᵣᶪᶍᶎᴲ♯ ᶍḘḲᶷḝḲᴻ ᶣ ᶉ

ᶈ ╓ ᶇᵶᶅᶣᶪᶘᵬᵲᶇᶇ ꞌᶍ ᶍ ᵧ ᴳ
ᶇᵶᶅᶎᴲ ᶊ ᶿḝᶸḁᶆ ᶎ ╓ ᵰᶍ ᶱ

ᵧᶅᵣᶪᴳ ḎḴḛᶍ ᶆᶎᶉᵣᴳḎḒḻḐᶊᶃᵣᶅᶎḁḥᴻḌ
ḀḨᶉᶈᶡ ᶊᶡᶉᶪᴳ ᵧᶏᶍ ᵿᵫᴲᵼᶍḁḥᴻḌḀḨᶊḟᴻ
ḳᶉᶈᵫᵡᶂᵾ ᶊ ᵫּס ᵪᴳ ᶊᴲ Ⱨᶉᶈᶍ ᶡ ᵰ
ᶅᵣᶪᴳ ᶪ ᶉᵣ ᵡᶪᵫᴲᶝᵹᶎ ᶱ ᵰᶅᵣᶪ

ᴳ

ᶊᶃ
ᵣᶅ

ᶍ╗ᶃ ᶎ ᴳḎḴḛ ᶍᶇᵬᶎ24 ︣ ᵶᶅᵩᶩᴲḜᴻ
᷄ ᵫᶉᵪᶂᵾᶇ ᵥᵫᴲḎḒḻḐᶿḝᶸḁᶍ ᶎ ᴴ ᶊ
ᶍ ᶍ ᶫᵫ ᵸᶪᴳḎḒḻḐ ᶊ ᶒᵪᵰᶪᶉᶈ ᶱ ᵧᶪᵲ
ᶇᶎᶆᵬᶪᶍᵪᴳ

╪ ḎḴ֪
ᶎ∙ ᵫᵡᶂᵾ ᶇ ᵬᵮ ᶮᶨᶉᵣᴳ ∏ᶍ

ᶊᶧᶪ ᶍ ᶎᶆᵬᶉᵣᴳ

≥ ᶊᶃᵣ
ᶅ

ᶊ ᵶᶅ≥ ᶱ ᵶᶅᵣᶪᵫ ╢ᶎ ᶂᶅᵣᶪᵪᴳ ּ
ᶊ ᶱ ᵶᶅᵣᵣᵪ ᵶᵾ ᶆ ᵶ ᵣᵾᵿᵣᶅᵣ

ᶪᴳ

ᶊᶃᵣ
ᶅ

ᶎᶈᵥᶉᶪᶍᵪᴳ Ⱨ ḎḴ֪
ᶍ ᶡᵡᶩ ᵮᶍ ᴳ ᶎ ╔Ⱨᶣ ᶊ ᵸᶉ

ᶈᶍ ᶱᵶᶅᵣᶪᴳ ᶍ ᶇ ᵶᶅ╗ ᶊᶆᵬᶪᵲᶇ
ᵫᵡᶪᶇ ᶂᶅᵣᶪᴳּךᵪᵡᶫᶏᴲ ᵶᶅᵣᵾᵿᵬᵾᵣᴳ

ḚᶷḲḻ᷅ᶊᶃ
ᵣᶅ

ᵸᶪ ᵫᵣᶪᶍᵫ ᴳ ᶎ ᵶᵾ ᶊᵡᶪᶮᵰᶆᶎᶉᵮᴲᵲᶍ
ᶧᵥᶊ ᶱᵣᵾᵿᵰᵾᵲᶇᶎ ᴳּךᵪᶆᵬᶪᵲᶇᵫᵡᶫᶏᵩ ᵣᵸ
ᶪᴳ

Ⱨ ḎḴ֪
ᶍ ╔ ᶉᶈᵫᴲᵳ ᵴᶫᶅᵣᵾᶩᴲ ᵫ ᵶᶅᵣᶪ

ᶧᵥᶆᵡᶫᶏᴲ ᶊ ᵥᶍᶆᵩ ᵫᵰᵣᵾᵿᵰᶫᶏᶇ ᵥᴳ
ᶣ ᶍ ᵴᶲᶊ ᵸᶪᵲᶇᶡᶆᵬᶪᴳ ᵸᶘᵬᶇᵲᶬᶉ

ᶈᵡᶫᶏ ᵧᶅᵣᵾᵿᵬᵾᵣᴳ
ᶍ ᶣ ᵶᵮᶆᵬᶪ ᶱ ᵸᶪ ᵫᵡᶫᶏᴲ ᶊᵩ

ᵫᵰᵣᵾᵿᵬᵾᵣᴳ

ᶝᶆᶎᵩ ᵣ╗ ᶍᶧᵥᶆᵡᶂᵾᵫᴲᵲᶍᶧᵥᶉ ᶍ ᶱ
ᵰᶅ ᵣᵾᵲᶇᶎ ᵪᶂᵾᴳ

╪
»
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